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・献血ルームにいこう！！

・健康ミニ知識「ヘモグロビンについて 多血症」
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TOPICS

〇血漿成分献血の需要拡大

献血ルームにいこう！！

１．カードのデザイン
が選べる！

２．ポイントを貯めて
記念品と交換！

３．献血の
予約が可能！

４．検査通知が早い！

血漿成分献血とは、血液中から血漿だけを献血

するものです。今日、この血漿成分献血の必要数
は4年間で1.3倍に増加しています。

血漿を原料にして作られる免疫グロブリン製剤
は神経系の病気の治療になくてはならないもので
す。特に、風邪や下痢の後に急激に手足の麻痺が
生じるギラン・バレー症候群や、国の指定難病の
一つである慢性炎症性脱髄性ニューロパチー・多
層性運動ニューロパチーでは、現在治療手段の中
心となっています。これらはいずれも免疫異常に
よって起きる末梢神経の病気で、手足の麻痺やし
びれのために日々の生活に支障をきたしますが、
免疫グロブリン製剤は、これらの障害の進行を抑
え、症状の回復を促進させます。

こうした背景から、神経の病気においてもより強力な免疫グロブリン療法に対する、医療現場か
らの期待、要望は高まっています。その点からも、日本国内での献血からしっかりとした管理のも
とに作られる、安心・安全で良質な免疫グロブリン製剤を安定的に供給するために、献血ルームで
の成分献血にご協力お願いします。

参考：日本赤十字社公式サイト・血漿成分献血について, 閲覧日 2021-08-08, 
https://www.jrc.or.jp/donation/kessho/

👆血漿分画製剤用原料血漿の必要量推移のグラフ

https://www.jrc.or.jp/donation/kessho/


ホームページでも閲覧できます。
岩手県赤十字血液センターホームページ https://www.bs.jrc.or.jp/th/iwate/

Data
岩手県の献血状況 岩手県の供給状況

400mL献血

2,481 人

66%200mL献血

121 人

3%

血漿成分献血

858 人

23%

血小板成分献血

314 人

8%

献血受付者数

4,264人
献血者数

3,774人

【献血状況】

全血献血は200ｍＬ換算で5,083本、400mL献血率

（400mL献血者数／全血献血者数）は95,3％でした。

400mL赤血球

製剤

2,062本

60%200mL赤血球

製剤

124本

4%

血漿製剤

624本

18%

血小板製剤

604本

18%

供給本数

3,414本

【供給状況】

血漿製剤は血漿成分献血からだけではなく、200mL献血

や400mL献血からも作られています。

岩手県の献血・供給状況（7月）

参考：朝日新聞digital, 閲覧日 2021-08-17, 
https://www.asahi.com/apital/articles/SDI201710246053.html

Q 献血の事前検査で調べている
「ヘモグロビン」が多いとどうなる？？

血液が赤く見える理由となっているヘモグロビンは、赤血球

に含まれていて、肺から組織へと酸素を運ぶ役割を担っていま
す。このヘモグロビンの濃度が低くなると「貧血」、反対に異
常に高くなると「多血症」となります。

多血症では、体重低下・慢性的な疲労・目の充血・身体の各
所のかゆみなどの症状が現れます。
放置するといずれは脳梗塞や心筋梗塞の原因にもなる怖い病

気です。健康診断でヘモグロビンの数値が高く、思い当たる症
状があったらなるべく早く詳しい診断を受けましょう。

献血いただいた方に配布している検査サービス通知でも、赤
血球数をお調べしております。献血webサービス「ラブラッド」
の会員であれば、検査結果を早く閲覧できるほか、過去のデー
タもいつでも確認できるようになっています。ぜひ健康管理も
かねて献血へのご協力、ラブラッドへの登録をお願いします！

＜献血はできるの？＞

血液の比重（血液に
おける赤血球の濃度）
は変化しやすいもので
す。一度、比重で献血
をお願いできなかった
場合でも、期間を空け
て、ぜひまたチャレン
ジしてみてくださ
い！！

「多血症」の可能性があり、
注意が必要です！

A

https://www.asahi.com/apital/articles/SDI201710246053.html

